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2022年3月

外国人親子日本語教室
「おやこでにほんご―つるみであそぼうはなそう」

主催：(公財)横浜市国際交流協会

外国人親子日本語教室は、子育て、子どもの成長を支えるうえで学んでおくべき知識と、それ
に関連した日本語の習得を通して、子育ての今後の見通しを立てることを支援することを目指し
ています。今年度はオンラインと対面で、それぞれ教室を開催しました。

対面での教室は、昨年度に続き鶴見区で開催しました。鶴見国際交流ラウンジと連携し、鶴見
区内において、親子で日本語が学べ、子育てに役立つ情報を得たり、つながりが作れる機会を提
供することを目指しました。

第１回では「幼稚園・保育園」をテーマに、子どもたちが遊びを通じて日本語を勉強できるよ
う工夫しました。講師のほかに地域の方にボランティアとしてご協力いただき、いろいろな遊び
やゲームを体験できるブースを作り、子どもたちはスタンプラリー形式でブースを周りながら、
遊びの中で、日本語でのやり取りを実践しました。

第２回では「小学校」をテーマに、子どもが小学校に入ってから必要な日本語や、保護者が、
連絡帳を書くのに必要な日本語等を勉強しました。

スタンプラリー形式で、ゲームを
通して色や形、動作の日本語など
を勉強しました。

日時

参加
者数

第1回 2021年12月11日（土）14：00-16：00
第2回 2022年1月5日（水） 10：00-12：00

第１回：福徳未来さん
第２回：牛島早苗さん
（鶴見国際交流ラウンジ 外国人親子カンガ
ルーサロン）

テーマ
第１回「幼稚園・保育園」
第２回「小学校」

場所
第１回：鶴見中央コミュニティハウス

レクリエーションホール
第２回：鶴見国際交流ラウンジ 研修室AB

対象

講師

外国につながる親子

親子７組、親のみ（１名）、子のみ（２名）計22名
（延べ人数：親子8組、

親のみ（1名）、子のみ（4名）計29名）

国地域別：中国3組、イエメン4組、ペルー（親のみ）

紙を〇や△に切って、作品を
作りながら、日本語での形の
名称を学びました。
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外国人親子日本語教室「おやこでにほんご―つるみであそぼうはなそう」

第１回は「幼稚園・保育園」をテーマに、遊び等を通して、幼稚園・
保育園で必要となる日本語を学びました。はじめに親子で一緒に、挨拶
と自己紹介を行い、手遊び歌、読み聞かせ、簡単な体操を行なった後、
スタンプラリー形式で、子どもたちが手作りゲームに参加しました。

スタンプラリーのブースには日本の昔の遊びを体験できるコーナーや、
工作コーナー、手作りのボーリングができるゲームコーナーなどがあり、
子どもたちが体験の中で挨拶や「貸して」「いいよ」といった、やり取
りを使い、日本語を使えるように促しました。最後に今日学んだ日本語
リストを配布しました。

第1回
12/11(土)
14:00-16:00

第２回は「小学校」をテーマに、スライドや活動により小学校で必要
な日本語を学びました。はじめに、親子で一緒に参加できる活動（自己
紹介、手遊び歌、読み聞かせ等）を行いました。その後、親と子に分か
れて、別々に活動をしました。子どもは形（〇△□）について学び、工
作をしました。子供たちが工作をしている間に、親は横浜市の小学校の
一日の流れや、連絡帳の書き方などを勉強しました。先輩ママや小学校
に通う子どもから実際の学校生活についての話を聞きました。最後は、
折り紙を教わる中でのやりとりや折り紙の作品紹介を通してよく使う表
現を学びました。

第2回
1/5(水)
10:00-12:00
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参加者の声
・いろいろな遊びがありとても感動しました。もう少し参加者同士の
交流があったらいいなと思いました。（日本語）

・いっしょに楽しんだ。友だちが参加していてよかった。
（日本語・一部補足）

参加者の声
・講師は全員がプロフェッショナルで、すべての外国人参加者をいろ
いろな方法で助けようとしてくれた。（英語）

・小学校のスケジュールや連絡事項の書き方、電話の仕方が外国の方
に役立つ情報でよかったです。（日本語）


